
討議資料 2023年（令和5年）新春号

①裾野市民文化センター大ホール

【整理】

大ホールも多目的ホールも天井落下防止策が必要

→落下防止のネットを施工した後、使用再開予定

　→経費抑制のため、施工は同時に行いたい。

　　→大ホールは調査で、当面現状保存が必要

②保育士による虐待

　児童虐待防止月間の11月、当市の私立保育園内で児童虐待の報道。

あっという間に「裾野市・裾野市長・保育園」の名がニュースとなり、そして

保育士などが逮捕。その傍らで市内保育利用者や来年の申込み者が不安の渦へ。

他に虐待はないか、園休止で待機児童が大量発生しないか、保育園を利用でき

るのか。市民の不安を取り除くためしっかり行政運営することと併せ、行政が

不安を煽るような発信をせぬよう申し添え、決議文を市長に手渡しました。

裾野市議会議長に就任し、積極的な意見交換の場の創出を推進します。
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裾野に対する不名誉なイメージの早期払拭が急務です。

10月2日の裾野市議会議員選挙によって、新たな顔ぶれで議会活動が

スタート。中村じゅんやは第33代の議長に就任し、１９名の議員と協

力しながら、市民の負託に応えていくこととなりました。引き続き、

ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

議長就任に伴う所信では、多くの市民交流や意見交換の中から時々の

課題やニーズを収集し、議会として政策立案に活用していくことを表

明し、各常任委員会の委員長、各地区議員団の代表と思いを共有させ

ていただきました。

早速、各委員長と一緒にそれぞれ所管する団体に挨拶と共に、意見交

換の場の設定や各種研修時などに参加させて頂きたい旨を依頼。中に

は早速日程調整くださっている団体もあります。また、各地区毎に各

種団体の会合への参加もお願いする予定です。地域の方々に身近な議

員の顔を覚えていただくことからのスタートです。

社会は目まぐるしく変化しています。新人もベテランと呼ばれる方も関係ありません。「今」をしっかり

把握し未来を見据えた政策をみんなで議論する議会となるよう進めて参りますので、皆さまのご協力、お

力添えをよろしくお願い申し上げます。

　市議会議員選挙直前、裾野市民文化センターで

何らかの事由によりスプリンクラーが作動し、

ホールや関係機材、そして使用中であった利用者

が被害に遭うという事故が発生。全国報道とな

り、裾野市の対応が話題となっております。事故

（設備や運営上に原因）か、事件（人為的な原

因）かについては、独自調査としては第３者委員

会を設置し原因究明と再発防止策をご提案してい

ただくことになりました。事件性は警察が。どち

らにしても市政運営に対する評価にも影響を及ぼ

すことでしょう。

　その被災した大ホールの今後について、12月定

例会一般質問に対する答弁では、「まずは令和５

年度の運用方法を検討中であって、その先につい

ては未定の状態」「当面は、事故現場の保存のた

め使用中止」とのことです。

令和5年1月の「はたちの会」以降は、両ホールと

も使用休止となるようです。



■マイナンバーカードの更新が郵便局でも可能に ■子ども家庭支援総合拠点が3月にOPEN

本年度、多世代交流を可能にする子どもを核とした

相談拠点が、やっとこさ福祉保健会館内２Ｆに整備

されることになりました。3月開所の予定ですが、

相談体制がしっかり整うまでには少し時間が必要

だと思います。

■市民文化センター事故調査などに対する費用

①スプリンクラー作動事故に対して、市独自の調

　査に疑念が寄せられたため、第三者による検証

　が必要な状況となってしまい、予算措置😢

・予算189万円

②被災者等との対応を顧問弁護士とは別の弁護士

　に依頼することになり、その委託料を予算化😢 ■臨時の交付金を基金化し、公園遊具を整備

・予算711万円

　　コロナ禍で停滞していたイベント。徐々に復活の兆しが見えて

　　きました。議長公務でそれらのイベントにお招き頂く機会を得、

　　多くの活動を知り、情報交換する場として活用して参ります。

●市町対抗駅伝は市初の第5位！

　　　　　●各種挨拶

　　　　　　市政功労者表彰式

　　　　　　民生委員委嘱伝達式

　　　　　　技能功労者表彰式

ほか

●消防連携訓練視閲　

●年末交通安全運動開始式 ●県知事褒賞受賞　市長報告（YAZAKI）

　　紙ふうせん＆障がい者就労

QRコードを

読み込むと、

ホームページ

＊＊議員だより発信方法の変更連絡＊＊ が、ご覧頂け

　議長就任に伴い、議会定例会で一般質問をする機会は当面ありま ます。

　せんが、議会の活性化に向けた取り組みに注力致します。たより

　の郵送は、年２回程度（新春、夏）お届けして参ります。

　定例会毎に、たよりは発行しホームページで掲載致します。

　情報交換など、お気軽にお問い合わせください。

ご意見、ご要望のほか、後援会入退会など、お気軽にご連絡くださいませ。

12月議会＆臨時会（第2回、第3回、第4回）の議案と審査のポイント

5年毎に更新手続きが必要となり、対象が増えてい

ることから郵便局でも令和5年3月から手続き可能

となります。発行と10年毎の顔写真の更新は、市

役所のみ。混雑緩和と距離に応じた選択配慮への

対応です。（条例制定）

本年度米軍訓練が臨時実施されたことに伴い、

1000万円の交付金が決定。年度内の執行が難しい

ため基金に積み立て、令和5年から公園遊具の補修

や整備に活用するべく条例を制定。

都市公園の遊具が優先。来年度は、仮称）緑と公

園課を創設すると発表されています。地区公園等

で発生している遊具管理に関する保険を市で負担

することなどが検討されているようです。

尚、今後新設予定の公園として「御師公園、駅西

公園、岩波、佐野」の４ヶ所が挙げられました。

工作物責任は、占有者（指定管理者）に過失があ

れば別ですが、所有者は故意・過失がなくとも負

うことになっています。もし原因が判明せず、ま

た利用者や占有者に過失が認められなければ、所

有者である市が責任を負うことになると考えられ

ます。

その場合、どこまでその責任が広がるのか。誰が

負担するのか。全て税金なのでしょうか？なぜこ

んなことになったのでしょうか。頭痛の種です。

各種活動のご紹介


